
 

 

 

新しい年を迎えた機に 

 新しい事務所へと移り 

 さらに前進を続けます。 
理事長 細谷 毅義 

 

新年を迎え、皆様ご健勝と存じます。比較的暖かだった正月、

２月に入って大雪と寒暖差の激しい時節ですが、春の足音は着

実に、ふきのとうが知らせてくれます。 

当法人は永らく市内田中に事務所を構えておりましたが、こ

のたび市内桜台３丁目（通称県営沼目団地）に移転いたしまし

た。今後は団地の皆様にも支えられて、以前に増して活動を進

めてまいりたいと存じます。 

学習サポート 

もうすぐ春ですね。学習サポートの子どもたちは受験に向け

て最後の追い込みです。ちょっと不安や悩みを感じながらも、

サポセンに来て学ぶことで、学生さんと話したり、スタッフに

相談したり、勉強に集中することで自信をつけていきます。休

憩時には飲み物、学習終了時におにぎりやお米をもらって帰れ

るのもこの学習サポートの特色です。令和７年度は１６人の中

学校３年生と、４人の小学６年生が卒業します。３月６日に「卒

業を祝う会」を開き、卒業証書を授与し、在校生と保護者と共

に、美味しい食事と楽しいゲームやすばらしい演奏を聴いたり

します。進学校が決まり笑顔いっぱいの春が訪れる日が待ちど

うしい今日この頃です。 

「こんな会があってよかった！」 

通信制高等学校について学ぼう 

不登校児童・生徒及び保護者対象の進路学習会「通信制高等

学校について学ぼう！」を、２月８日（日）シティプラザ１階

ホールで開催しました。当NPO法人地域福祉を考える会・伊勢

原フリースクール「風の谷」

が主催し、伊勢原市教育委員

会と共催し伊勢原市が後援で

す。大雪や投票日にもかかわ

らず約７０名の方が参加され

ました。近在にある６校の各

通信制高等学校の全体説明があり、その後に各校の説明ブース

を開いていただきました。伊勢原市の「やまどり」や「風の谷」

もブースを開きました。保護者や学校の先生が熱心にお話を聴

き相談されていました。不登校は問題行動ではないとの認識の

下、今学校に行けていなくても、行かないと決めていても、将

来につながる中学校や高等学校への進学情報を得て、希望を持

ち、自分にあったところで学べることは社会的な自立をする上

でとてもすばらしいことだと学びました。通信制高等学校への

入学者が高校進学者の１０％以上に増えているのもうなずけま

す。自信をもって今興味をもったことから学習生活する積み重

ねが大切だと学びました。県立厚木清南高等学校、県立横浜修

悠館高等学校、クラーク記念国際高等学校、星槎国際高等学校、

明蓬館高等学校、Ｎ中高等学校の先生方に感謝申し上げます。 

 

事務所移転のお知らせ 

当法人では、神奈川県公共住宅課

のご支援により、（通称）県営沼目団

地に、１月１７日に移転しました。 

今後ともよろしくお願い申し上

げます。 

なお、お近くにお越しの節はお気軽にお立ち寄りください。 

【新事務所】 

〒259-1132 伊勢原市桜台３丁目１２番１－１０１号 

電話 0463-95-6665（代表） 

0463-20-9170（成年後見専用） 

FAX 0463-20-9320 

＊電話、FAX番号は変更ありません。  
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人を孤立させない地域づくり 

けんこう つなぐ うたごえ 
～歌を通して、人とつながりを～  

 

開催日：3/14、4/25、5/23㊏ 

時間：10時30分～12時 

場所：シティプラザ １階 

   ふれあいホール 

会費：３００円 

参加者募集 

第35回 公園緑花まつり 模擬店出店 
 

日時：５月９日㊏・10日㊐ 

   午前９時～午後４時 

   （１０日は午後３時まで） 

場所：伊勢原市総合運動公園内 
 

会員の皆様の参加・協力をよろしくお願いいたします 

活動予定 
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いせはら みらい・クルリンこども食堂を2016年に立ち上げ

て10年目です。 

子どもも大人も、一人でも家族でも、誰でも参加できて、み

んなで楽しくご飯を場所として活動を始めました。 

現在、こども食堂は（伊勢原公民館・成瀬公民館・創作料理

天店）で活動しています。残念なことでふくじゅでの「朝ごは

ん食堂」は12月をもって閉めました。 

今後も子どもたちのために地域全体が温かみのある場所や、

ふれあい、会話のできる場所を提供したいと思います。 

また、いろいろな人と共に食事を共にすることで「共食」の

体験をして、一緒に食事を作ったり、野菜の育て方を学んだり、

実体験やコミュニケーションを通して学びを育む環境としても

活用されています。 

こども食堂が広がりを見せ始めた2016年からわずか3年足

らずで約10倍以上に増えた背景には、行政のような大きな組織

だけでなく地域や個人が問題意識を持ってこどもの貧困問題や

食事の問題に取り組んできた結果といえます。 

伊勢原市内でもっとこども食堂（みんなの食堂）が増えるこ

とを期待しています。 

 

いせはら こども食堂 

1月11日㊌ カレーライス 

参加者：こども37、おとな25 

次回開催 2/25、3/11、25 

 

なるせ こども食堂 

1月21日㊌ 三色丼 

参加者：こども26、おとな33 

綿菓子ボラ川口さん参加 

子どもたちにふるまってくだ 

さいました 

次回開催 2/18、3/18 

 

 

 

 

 

 

こども天キッチン 

1月15日㊍㊗ ミネストローネ風鍋 

参加者：こども15 

 

 

当会は、ひとり親家庭や生活困窮世帯の児童・生徒のための

学習サポート、居場所つくりとして開催するなど、こどもの学

習を支援しています。進学や将来の不安を解消し、学習習慣を

身につけ学習会は、マンツーマンで大学生等（元教員・社会人）

が指導しています、小学生には算数と国語、中学生には数学と

英語を中心に指導します。 

高校合格等を目標に、中学3年生に対しては受験対策や進路

指導を行っています。 

 昨今では外国のご家庭の生徒の、発達特性、学習の苦手な

生徒などなど受け入れております。今年度の中学3年生は16名

です。受験も終わり気持ちはホッとして合格発表を待つばかり

です。通信制に通う生徒も含め4月からは希望をもって夢にむ

かって羽ばたけと願うばかりです。      （文責：中台） 

 

–  

       すべての子どもを 笑顔にする支援。  

あなたの寄付が子どもたちの 新たな発見を生み出します。         

 

感  こども支援へ食材・物品  謝 

ありがとうございます ◆12～1月のご提供者様（敬称略）◆ 

わくわく広場、㈱藤田電機（桜台）、木内明男（沼目）、前田國光（上

粕屋）、伯東株式会社（鈴川）、荒川米店（板戸）、( )社会福祉協

議会フードバンク（伊勢原）、㈱レナテック、長龍寺（高森）、㈱ス

ワンベーカリー、市美化センターフードバンク（田中）、杉田和雄

（下糟屋）、比々多小PTA（比々多）、㈲セブン研磨（白根）、川口

（岡崎）、時乗洋昭（森の里）、ユーコープフードバンク（飯山）、

川口祥吾（秦野）、NPO法人太陽の会（大和）、匿名（４） 

広
告
を
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載
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せ
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だ
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す
。

 

地 域 を 結 ぶ 直 売 広 場  

わくわく広場 伊勢原店 
 

〒259-1132 伊勢原市桜台5-3-10 

営業時間：9:30～20:00 

社会に求められる企業をめざして 
 

光触媒除菌脱臭事業 ヘルスケア事業 半導体・液晶事業 

 

   お問合せはお気軽に 

     ０４６３-９２-６１１４ 

 
あらゆる産業にあらゆる技術で貢献します 

● レーザー・NCT加工  ● 曲げ加工 
● 各種溶接加工   ● 機械・樹脂加工 
● 機械・金型設計製作  ● 教科書販売 

 

  〒259-1147 伊勢原市白根415番地 

月～金曜日 
9:00～17:30 
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◆時間 ：午前１０時～１２時 

◆参加費 ：一組１００円 

 予約は不要 出入り自由です 

◆活動場所 ：シティプラザ  

１F ふれあいホール 

 

 

イベント尽くしだった12月のきらきら。

第1週は手形の日。今回はクリスマスデザ

インの台紙に「お手てペッタン」を楽しみ

ました。第2週は、シティプラザの入口に、

2m以上ある大きなツリ

ーを飾りました。第3週

は、クリスマス制作。布

製のクリスマスリース

を作りました。飾るだけだな

く、小さなお子様も手に持っ

て遊べる素敵なリースができ

ました。 

 

締めくくりの第4週は、クリスマス会。今年も昨年に引き続き、

ママさん音楽家グループのPiccoliniさんを呼び、クリスマスコ

ンサートを行いました。沢山の子ども達がとっても可愛らしい

サンタさんやトナカイ、雪だるまに扮して遊びに来てくれまし

た。プロの貴重な生演奏に子ども達は興味津々。

楽しい演出もたくさん散りばめて下さり、大い

に盛り上がりました！ 

そして粛々と始まった2027年。4月に入園

する子ども達も多く、共に過ごせる残りの時間

を噛み締めながら過ごしています。 

 （文責：加藤） 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 開催日 （２月～３月） 

 火 火 火 火 

２月 3 
手形 

10 
エクササイズ 

17 
お話し会 

24 
お雛様制作 

３月 3  
エクササイズ 

17 
お話し会 

24 
31 

 

風の谷にゅう～す 
 

風の谷は、新鮮な風、爽やかな風、エネルギ

ッシュな風、やさしい風、が集まるところ。ヤマドリがその風

に乗って高く飛び立つように、風の谷に集まる子ども

たちは、いつの日か高く高く飛んでいく。 

『学校に行きたくない』と思ったその日は、風の谷

に行ってみよう。きっと素敵なことがある。 

2月現時点で２０名の児童・生徒が活動しています。 

 

 

１月20日：いせはら Plus プロジェクトの皆さん

に来ていただいて、大山ゴマの絵付けをしました。

絵付けしたコマを回して皆で楽しみま

した。スタッフも参加して童心に帰っ

たようでした。 

 

１月29日：風の谷のウ

ェルカムボードが節分

モードになりました。 

 

２月５日：トースターを

頂いたので早速プラバンをみんなでで作りまし

た。（ご寄付頂いた方、ありがとうございました） 

 

 

2025年、風の谷の児童・生徒を含めてすべての

人が頑張りました。2026年が世界中のすべての人

にとって素敵な年になってほしいと願っています。 

2026年３月14日（土）に風の谷の説明会を

下記の通り開催します。 

2026年度４月からの入校を検討されてい

る方はご参加ください。    （文責：時乗） 

 

 

 

ご
寄
付
に
感
謝
し
て

 〒259-1145 伊勢原市板戸１８４－１ 
 0463-71-6211 Fax 0463-71-6150 

安心、安全、感動するお米屋さん 

 

どんな些細なことでも 

お気軽にご相談ください 

0463-73-7091 

伊勢原市伊勢原1-16-1 第二原富ビル2F 

休診日 
水曜・日曜・祝

日 

フリースクール 風の谷  説明会・見学会 

３月１４日（土） 

①  9:00～10:00 

② 10:30～11:30 

③ 12:30～13:30 

④ 14:00～15:00 

 

○お申込みいただいた方には、調整後参加いただく時間をメールで

ご連絡いたします 

○駐車場はありませんので、近隣の駐車場をご利用ください 

 

伊勢原市伊勢原１丁目24-15 

電話 0463-38-7303 

（月・火・木 10～15時） 

MAIL info@fs-kazenotani.jp  

お申込みは 

こちらのフォームから 
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活動紹介 成年後見部会 

今回のニュースレターは新しい事務所への移転が記事のメイ

ンだと思います。 

法人にとっても大きな出来事ですが、成年後見部会にとって

は「登記変更に伴う各種手続き」がかなり手間のかかる事務作

業で、25名の被後見人の登記変更、法人が管理している各銀行

口座の住所変更、関係各位や行政へのお知らせや送付先住所変

更届などなど、1名につき約5か所×25名＝125回分の何らか

の動きが、日常業務に上乗せされます。 

ということで、引っ越しに伴う個人情報を含む書類の廃棄や

保管、新しい事務所内の必要書類の保管場所探し、何故か変わ

らないはずのPCのクラウドやハードディスク内の文書保管場

所がわからなくなるなど、いろいろな事象が発生し混乱中です。 

 

＜成年後見部会よりお知らせ＞ 

①新しい被後見人（秦野市の施設に入所中の23歳の女性・受任

した中では最年少）が1名増える予定です。この方で26番目の

被後見人となります（移管や死後事務を担当した方を入れると

総計36名）。今後横浜家庭裁判所小田原支部での面談や初回事

務報告を経て正式な受任となります。 

②今年に入り被後見人のお母さまがお亡くなりになるというこ

とがありました。その方（被後見人）は、現在結婚してT県に住

んでおり、葬儀と火葬はお母さまの後見人さんが執り行いまし

たが、「一目お母さんに会いたい」という願いを叶えるため、葬

儀前のお母さまに会うべくK県Z市の葬儀場まで代わりに会い

に行きました。（ご本人は遠方

でなおかつ豪雪地帯のため来

県できず）葬儀の担当者と面談

して事情を話しご遺体の撮影

を許可してもらい、ご本人の携

帯へ送りました。 

（文責：勝田） 

友愛電話 ── [ご利用者の声] 
 

友愛電話をご利用いただいている方にお話をお聞きしました。 

 

友愛の会の皆さまに出会いましたのは、新聞に投稿されていた短

歌がきっかけでした。 

「アパートに住めば誰れにも会わずして話すことなく一日暮れたり」 

私が今置かれている立場と重なり淋しさが心に沁みました。一人

暮らしの淋しく厳しい日常の暮らしぶりが想像できるものでした。 

人生は、夫婦二人から始まり家族が増えていきます。子供たちの成

長を楽しみに毎日が賑やかです。未来があり希望に輝いて、人生最

高の時期かもしれません。 

子供たちは成長して、一人また一人と独立して巣立っていきます。

とても幸福なことでもあり、少々の淋しさもあります。 

諸行無常、この世の全てのものは常に移り変わり、固定不変のも

のはありません。人生も同じことです。子供たちが巣立った後は、初め

の二人となります。いつの間にか老いて、いつの日にか一人残されま

す。その淋しさ、生きていく不安は想像以上に辛いものです。 

そんな日常に、地域包括センターのケアマネジャーさんが訪問して

くださいました。社会全体で支え合い、誰もが幸せに暮らせるための

取り組みをしている福祉活動がありますよ、と教えて頂きました。 

安否確認とお話し相手をしてくださる友愛の会と、ごみ収集と安否

確認もしてくださるふれ愛の会を紹介して頂きました。 

初めての日は恐縮で身のすくむ思いでしたが、優しく対応してくだ

さる皆様に感謝しながら、心待ちにするようになり、私の一人暮らしの

生活も少し変わって趣味も増え、家のなかも安全に過ごせるよう工夫

したり、一歩が踏み出せなかったデイサービスにも行っております。 

人との触れあいの大事さを改めて感じています。友愛の方々の支

えで、孤独感も軽減してきましたし、安心感もあり、日々無事に過ごし

ています。 

私の知らない所、私の知らない事でご苦労され活動されている数

え切れない皆様に、心より感謝いたしながら今を生きています。 

ありがとうございます。   （寄稿：T.H.） 

◆みなさまのご寄付に支えられています── 

横浜銀行   伊勢原支店 普通 6116229 

中栄信用金庫 伊勢原支店 普通 0390460 

ゆうちょ銀行 口座番号 00240-6-105549 

・いずれも「特定非営利活動法人地域福祉を考える会」 

◆寄付者情報の公開について 寄せられたご寄付は、感謝の意を表

し、ご氏名および金額をニュースレター、HPにて公開させていた

だきます。公表を希望されない方は匿名とさせていただきます。 

◆税制優遇の制度をご活用ください。 

優遇を受けるには手続きが必要です。詳細については 

右のQRコードから県の情報をご覧ください。 

振
込
先 

ご寄付者名簿（敬称略）   ありがとうございます 
 

 令和7年12月1日～令和8年2月10日（単位：円） 

加藤正廣 40,000 匿名 15,000 小野芳野 50,000 匿名 5,000 

大杉あや子 10,000 匿名 20,000 匿名 5,000 匿名 3,879  

豊建設㈱ 30,000 天ten 1,298 高梨宣勝 5,000  NPO法人ナ

チュラルトリートメント 5,000 飯田隆三 10,000 ㈱レナテッ

ク 加藤桂 5,000 中村敏江 5,000 匿名 5,000 匿名 3,000  

㈱花いせ 5,000 光明院 佐伯妙有 10,000 杉山美津男 5,000 

青柳公二 50,000 小泉春雄 34,000 N・K 30,000 

合計 352,177円 令和７年度累計 3,989,825円 
 

賛助会費 令和7年12月1日～令和8年2月10日（単位：円） 

新倉歯科医院 新倉良一 20,000 

令和７年度累計 40,000円 


